
厚
生
労
働
省
の
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
で
、
２
０
４
０

年
の
人
口
が

年
と
比
べ
、

10

鶴
岡
市
は

・
１
％
減
り

31

９
万
人
台
に
な
っ
て
、
県

全
体
の

・
５
％
よ
り
落

28

ち
込
み
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

人
口
減
少
は
地
域
の
経

済
衰
退
を
招
き
ま
す
。

人
口
推
計
に
用
い
ら
れ

る
の
は
「
コ
ー
ホ
ー
ト
分

析
」
の
手
法
で
、
あ
る
年

代
（
コ
ー
ホ
ー
ト
）
が
一

定
期
間
の
中
で
何
人
増
減

す
る
か
を
見
て
、
そ
の
変

化
率
で
将
来
を
推
計
し
ま

す
。

５
歳
年
齢
別
に

５
年
間
の
流
出
流
入

国
勢
調
査
の
５
歳
年
齢

別
の
人
口
を
使
い
、
各
地

域
で
こ
の
５
年
間
、
何
人

流
出(

死
亡
も
含
む
）
流
入

し
た
か
を
見
ま
し
た
。

５
〜
９
歳
（
小
学
生
期
）

の
藤
島
の
増
加
（

人
）

31

は
統
計
の
取
り
方
に
や
や

疑
問
が
残
り
ま
す
が
、
10

〜

歳
（
小
学
高
学
年
〜

14
中
学
生
期
）
は
変
化
な
く
、

〜

歳
（
高
校
・
大
学

15

19

生
期
）、

〜

歳
（
大
学

20

24

生
・
就
職
期
）
で
大
幅
に

流
出
し
て
い
ま
す
。

羽
黒
地
域
だ
け
は

〜
15

歳
の
減
少
幅
が
小
さ
い

19の
は
、
県
外
か
ら
生
徒
が

入
る
羽
黒
高
校
の

存
在
が
あ
る
と
み

ら
れ
ま
す
。

卒
業
後
ど
れ
だ

け
戻
る
か

進
学
で
流
出
し

た
人
口
が
卒
業
し
、

ど
れ
だ
け
戻
っ
て

く
る
か
。

〜

歳
期
（
就

25

29

職
期
）
に
増
え
る

の
は
、
鶴
岡
（
２

１
２
人
）
・
藤
島

（

人
）・
羽
黒
（

71

66

人
）
だ
け
で
、
流

入
の
数
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

櫛
引
（
△
７
人
）

・
朝
日
（
△

人
）

19

・
温
海
（
△
３
人
）

は
就
職
期
に
も
減

少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
各
地
域
と
も

変
動
幅
が
小
さ
く
、
定
着

し
て
い
ま
す
が
、
藤
島
地

域
は

歳
以
降
の
流
出
が

35

続
き
ま
す
。

温
海
地
域
で
は

〜
30

35

歳
が

人
が
減
り
、
働
き

65

盛
り
で
子
育
て
世
代
の
流

出
が
あ
り
ま
す
。

朝
日
地
域
は
全
年
齢
に

わ
た
っ
て
流
出
が
大
き
く
、

地
域
の
存
亡
が
大
き
な
課

題
で
す
。

子
育
て
世
帯
の
増
加

三
川
町
は
、

歳
か
ら

25

歳
ま
で
流
入
が
あ
り
、

39子
育
て
世
代
が
増
加
し
、

５
〜
９
歳
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

三
川
町
は
、
中
学
生
ま

で
子
ど
も
医
療
費
完
全
無

料
化
、
幼
稚
園
保
育
料
の

無
料
化
、
最
高

万
円
の

70

住
宅
建
設
補
助
な
ど
子
育

て
施
策
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

鶴
岡
市
は
、
行
革
・
リ

ス
ト
ラ
で
逆
に
人
口
減
少

を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、

〜

歳
前
半
の
「
子
育

20

40

て
世
代
」
を
増
や
す
雇
用

や
福
祉
施
策
に
転
換
す
べ

き
で
す
。

2013年４月７日
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人口推移
2010年 2040年 指数

鶴岡市 136,623 94,090 68.9
三川町 7,731 5,513 71.3
庄内町 23,158 14,471 62.5
酒田市 111,151 71,170 64.0
遊佐町 15,480 8,396 54.2
庄内計 294,143 193,640 65.8
県 計 1,168,924 835,554 71.5
国立社会保障・人口問題研究所



庄
内
医
療
生
協
藤
島
支

部
で
は

日
、「
健
康
ネ
ッ

30

ト
ワ
ー
ク
庄
内
」
配
布
ご

く
ろ
う
さ
ま
会
を
開
き
、

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

25
１
人
数
部
か
ら
数
十
部

配
布
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

庄
内
」
は
、
庄
内
医
療
生

協
の
機
関
紙
で
月
１
回
発

行
。
４
月
号
は
４
６
０
号

で
、「
趣
味
・
特
技
コ
ー
ナ

ー
」
に
は
、
新
屋
敷
班
の

菅
原
朝
恵
さ
ん
が
登
場
、

だ
だ
ち
ゃ
豆
よ
う
か
ん
と

干
支
の
押
絵
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

開
会
を
か
ね
て
成
田
忠

一
（
豊
栄
）
支
部
長
が
、「
皆

さ
ん
の
お
陰
で
藤
島
地
区

は
約

％
の
配
布
率
に
な

70

り
ま
し
た
。
今
日
は
懇
談

・
会
食
し
、
ゆ
っ
く
り
し

て
下
さ
い
」
と
挨
拶
。
続

い
て
高
橋
聡
組
織
部
長
の

挨
拶
、
成
澤
奈
緒
美
（
渡

前
）
藤
島
担
当
組
織
部
員

が
医
療
生
協
の
施
設
と
利

「
大
手
５
紙
・
在
京
Ｔ
Ｖ

ト
ッ
プ

首
相
と
会
食
」

の
大
見
出
し
、「
元
官
邸
記

者

首
相
批
判
の
記
事
載

せ
に
く
い
よ

ね
」
の
小
見

出
し
の
３
月

日
付
し
ん

31ぶ
ん
赤
旗
で

あ
る
。
戦
時

中
に
天
皇
崇

拝
と
戦
争
賛

美
の
世
相
を

つ
く
っ
た
一

つ
の
元
凶
は
新
聞
・
ラ
ジ

オ
で
あ
っ
た
。
こ
の
重
い

反
省
か
ら
新
聞
倫
理
綱
領

で
「
あ
ら
ゆ
る
権
力
か
ら

独
立
し
た
メ
デ
イ
ア
」「
権

力
監
視
機
能
」
を
宣
言
し

た
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と

こ
の
頃
は
地
団
駄
を
踏
み
、

せ
め
て
は
と
「
ミ
ノ
も
ん

た
」
だ
け
は
少
し
観
る
心

境
が
深
ま
る
ば
か
り
だ
。

そ
こ
に
だ
。
記
事
に
よ

る
と
、
１
月
７
日
読
売
渡

辺
会
長
、
翌
８
日
産
経
清

原
会
長
、
２
月
７
日
朝
日

木
村
社
長
、
同

５
日
共

15

同
通
信
石
川
社
長
、
３
月

８
日
日
経
喜
多
社
長
、
同

日
フ
ジ
テ
レ
ビ
日
枝
会

15長
、
同

日
テ
レ
ビ
朝
日
、

22

同

日
毎
日
朝
比
奈
社
長

28
と
毎
回
２
時
間
以
上
の
長

談
義
で
あ
る
と
い
う
。

こ
う
も
「
会
食
懇
親
」

を
深
め
ら
れ
て
は
、
首
相

批
判
の
筆
も
鈍
る
と
い
う

の
が
現
場
記
者
の
声
だ
。

欧
米
メ
デ
イ
ア
で
は
、

現
職
経
営
者
は
現
職
大
統

領
、
首
相
と
在
任
中
は
会

わ
な
い
し
き
た
り
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
真
実
報

道
の
新
聞
・
赤
旗
を
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
。

た
よ
う
だ
ゼ
。

▼
無
効
な
ら
ば
ど
う
す
る

か
、
と
い
う
法
律
が
な
い

と
こ
ろ
で
の
こ
の
判
決
は

お
か
し
い
と
い
う
イ
イ
グ

サ
だ
。
法
律
を
作
る
の
は

テ
メ
ー
だ
ろ
う
が
。

▼
ナ
ン
ニ
し
て
も
こ
れ
を

機
に
定
数
削
減
（
比
例
も
）

を
し
た
い
よ
う
だ
。
判
決

が
違
憲
と
言
っ
て
い
る
の

は
１
票
の
格
差
ダ
ゼ
。
こ

こ
で
比
例
を
減
ら
し
て
ド

ー
ナ
ル
ノ
。

▼
あ
る
日
の
み
の
も
ん
た

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、

完
全
に
１
票
の
格
差
を
な

く
す
る
に
は
比
例
だ
け
に

す
れ
ば
い
い
。
こ
れ
だ
と

死
に
票
が
な
く
な
る
と
言

っ
て
い
た
。
当
然
だ
ろ
。

▼
と
こ
ろ
が
与
党
に
な
る

と
ヨ
グ
タ
ガ
リ
の
気
が
ツ

ケ

ラ
出
し
て
、
ワ
ー
が
イ
ー

グ
ナ
ル
こ
と
を
考
え
る
か

ら
ナ
ー
、
み
た
い
な
こ
と

も
言
っ
て
い
た
ゼ
。

▼
国
民
の
声
を
聞
か
な
い

政
権
党
。
国
民
の
声
を
聞

か
な
い
の
は
問
題
だ
が
、

司
法
の
コ
エ
を
聞
か
な
い

国
会
は
民
主
主
義
で
ネ
ー

ダ
ロ
ー
。（
石
川
）

真
実
報
道
が
危
な
い
！

安
倍
首
相
、
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
ト
ッ
プ
と
会
食

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

医
療
生
協
藤
島
支
部

「
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
内
」
配
布

ご
く
ろ
う
さ
ま
会

開
く

１
票
の
格
差
は
違
憲

や
っ
ぱ
り
出
ま
し
た
ヨ

ー
だ
。
１
票
の
格
差
が
憲

法
違
反
だ
と
ネ
。
し
か
も

先
の
衆
院
選
挙
が
無
効
だ

と
２
カ
所
か
ら
も
出
た
。

▼
違
憲
状
態
と
い
う
判
決

が
出
て
い
た
の
に
、
国
会

が
是
正
す
る
こ
と
を
サ
ボ

ッ
テ
い
た
か
ら
、
今
度
は

違
憲
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。

▼
３
権
は
同
等
な
の
だ
が

国
会
（
立
法
）
が
裁
判
所

（
司
法
）
を
軽
く
見
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
、
私

も
思
っ
て
い
た
。

▼
先
の
判
決
は
、
違
憲
と

言
わ
ず
に
違
憲
状
態
と
し

た
の
は
、
早
く
ナ
ン
ト
カ

セ
ヤ
と
の
司
法
の
ヤ
サ
シ

サ
だ
っ
た
と
思
う
の
だ

が
、
為
政
者
は
気
付
か
な

か
っ
た
の
か
ア
マ
エ
タ
の

か
。

▼
今
回
も
違
憲
と
言
っ
て

も
無
効
と
し
な
い
所
が
多

い
。
こ
れ
も
司
法
の
思
い

や
り
だ
と
思
う
の
だ
が
、

ト
ン
デ
モ
な
い
ヤ
ツ
が
居

工
藤

博
司

庄
内
柿
と
い
え
ば
名
の
通
っ
た
品
で
、

柿
団
地
が
多
く
つ
く
ら
れ
た
。
収
穫
後
も

剪
定
な
ど
、
整
備
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
オ
レ
ン
ジ
、

バ
ナ
ナ
な
ど
の
輸
入
自
由
化
が
進
む
に
つ

れ
、
柿
畑
の
荒
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。実

が
付
い
て
い
る
間
は
に
ぎ
や
か
な
の

だ
が
、
そ
れ
も
す
っ
か
り
落
ち
尽
し
て
、

裸
に
な
っ
た
柿
の
木
が
林
立
し
て
い
る
姿

は
寒
々
と
し
て
さ
び
し
い
。

そ
れ
に
も
増
し
て
、
農
業
を
は
じ
め
地

域
産
業
の
衰
退
は
、
一
段
と
少
子
高
齢
化

を
も
た
ら
し
、
山
間
部
に
入
れ
ば
入
る
ほ
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
集
落
の
運
営
と

く
ら
し
に
困
難
を
き
た
し
、
限
界
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
上
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
」
が
の
し
か
か
れ
ば
、
村
落
の
消
滅
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
で
も
、
雪
に

立
つ
柿
の
木
は
、
春
の
芽
吹
き
を
準
備
し
て
い
る
の
だ
が
。

（画・加藤貞雄）

用
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、「
介
護
認

定
の
時
、
い
ろ
い
ろ
問
診

が
あ
る
が
、
自
分
の
状
況

を
実
際
よ
り
良
い
よ
う
に

語
る
。
そ
う
す
る
と
要
介

護
２
な
の
に
１
に
な
る
」

と
提
起
が
あ
り
、
一
定
期

間
で
退
院
退
所
さ
せ
ら
れ

る
問
題
な
ど
活
発
な
話
合

い
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
繁
さ
ん
（
十
文
字
）

の
老
熟
し
た
巧
み
な
昔
話

に
聞
き
惚
れ
て
会
食
し
参

会
し
ま
し
た
。
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